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GGOS & GGOS Japan

• GGOS（Global Geodetic Observing System）：測地観測網は地球規模
の測地基準座標系の構築に必要な多種の観測システムの総称

• 近年では，それぞれ異なるシステム体系を持つため整理が必要と考
えられてきている

• GGOS JapanはGGOSの日本支部のような立ち位置

GGOS:
WG on DOIs 
(2019~)

GGOS Japan:
データDOI作業部会
(2019~)

President: Basara Miyahara, GSI

Chair:
Toshimichi Otsubo
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GGOS WG on DOIs: 活動状況
2019/12/08 Kick-off meeting @AGU fall meeting

2020/03/12 FAIR原則と測地機関の実情

2020/05/14 測地データに対するDOIの現状

2020/06/22 他分野の現状，initial result，pre-dataに対するDOI

2020/09/24 巨大著者，組織著者

2020/11/05 データの説明とメタデータ（メタデータは今年やらなければ）

2021/04/15 メタデータつづき，現在までのDOI対応状況モニタリング

2021/10/25 RINEXへのメタデータ付与，GeodesyMLとの連携

2022/02/10 メタデータ，GeodesyMLの実務者インタビュー

2022/03/14 IGS局に対する手法の具体的な検討

→つづく

GGOS WG on DOIs



中間レポート (status report)
IAG GAに向けた整理:現時点のアウトプット

（１）IAGの国際サービス:DOIに関する開発のサポート

（２）階層データに対する適用の考案・採用
＜ICGEM/COST-G＞, <IERS CB合意済みのITRF2020>

（３）rapid/ultra rapid系データへの適用
＜AIUB/GFZ＞

https://doi.org/10.5194/essd-13-1653-2021
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中間レポート (status report)
IAG GAに向けた整理:目的(これから)

（１）データのfindability quotability, データプロバイダの承認，という
観点でデータDOIの測地分野での必要性の整理

（２）IAGサービス全体のデータタイプ，粒度に対する提供者の戦略
の推奨事項の形成

（３）IAGサービス全体の利用者の引用に関する推奨事
項の形成，定量的なサポートの考察

（４）コミュニティでのメタデータ標準（GeodesyMLや
station log）とメタデータ標準（DataCite, ISO19115など）
の接続

GGOS WG on DOIs
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GGOSの提案が確定した訳ではない



GGOS ICCM: Contribution from Japan Group

GGOS ICCM (Inter-Commission Committee on Marine Geodesy) recently started to 
consider the format of seafloor geodetic data (Chair: P. Sakic Paris-Cité Univ).

In particular, GNSS-A and water pressure gauge data will be examined first. For 
GNSS-A, JCG has the world‘s largest network              . For this reason, our group has 
taken the lead in releasing open source software for a system called GARPOS, and we 
are currently conducting studies based on the GARPOS format used therein.

@Oct 19, 2022 Zoom



Generalized version of GNSS-A data for publication (TBD)

11

# Site_name = CHOS
# Campaign    = 1204.meiyo_m4
# Date(UTC)   = 2012-04-19
# Ref.Frame = ITRF2008
# Latitude0   =  35.50277778
# Longitude0  = 141.66944444
# Height0     =  24.00
# Stations    = M01 M02 M03 M04 M11 M12 M13 M14
# M01_dPos    =    -36.5030    698.5700  -1509.5790
# M02_dPos    =    750.0060     -9.6570  -1548.1650
# M03_dPos    =      9.6750   -781.3210  -1556.1690
# M04_dPos    =   -768.0610    -32.3080  -1519.3960
# M11_dPos    =     75.2230    802.1480  -1497.9700
# M12_dPos    =    854.5610    113.3070  -1539.5900
# M13_dPos    =    116.8820   -666.7590  -1545.8500
# M14_dPos    =   -666.0480     68.5790  -1517.2000
# ATDoffset =      1.9452     -0.7653     21.3339
,SET,LN,MT,TT,flag,ST,ant_e0,ant_n0,ant_u0,head0,pitch0,roll0,RT,ant_e1,ant_n1,ant_u1,head1,pitch1,roll1
0,S01,L01,M01,2.271449,False,12998.546235,-8.76681,1474.63035,13.59756,186.4,-0.76,0.71,13001.87919,-8.50997,1465.94866,13.39895,186.19,1.95,-1.04
1,S01,L01,M02,3.027084,False,13008.54628,-8.62977,1450.56564,12.7152,188.86,-1.35,0.93,13012.63487,-9.15161,1440.50533,13.80715,189.16,-0.25,0.48
2,S01,L01,M03,3.593219,False,13028.546345,-11.55922,1401.97245,13.50447,191.2,2.0,-0.53,13033.20107,-12.29072,1391.65533,12.53032,191.93,-0.4,-0.86
3,S01,L01,M04,2.954364,False,13038.546375,-13.60719,1378.3708,13.4282,189.78,-0.5,-0.76,13042.562245,-14.65926,1368.03363,12.89624,189.59,1.44,0.93
4,S01,L01,M11,2.138648,False,13048.546455,-15.38928,1354.52261,13.03522,187.99,-2.41,1.43,13051.74661,-14.90793,1345.65016,13.46705,187.15,1.01,-1.35
5,S01,L01,M12,2.875131,False,13058.5464,-15.54531,1329.28916,12.57873,186.09,-1.22,0.2,13062.48304,-14.64234,1319.03164,12.79195,186.08,-1.47,-0.97
6,S01,L01,M13,3.360925,False,13068.5465,-15.8706,1303.541,12.93603,184.7,1.51,1.66,13072.96893,-14.26268,1293.26341,12.65954,185.87,-2.32,0.77
7,S01,L01,M14,2.740823,False,13078.546545,-13.77302,1277.97544,13.20333,183.7,1.21,-2.37,13082.348875,-14.39044,1269.76292,12.37441,183.87,1.02,1.79
8,S01,L01,M01,2.152039,False,13088.54653,-13.83453,1254.04902,13.82523,181.4,-0.75,4.7,13091.760075,-12.29386,1245.41211,13.31,180.52,2.56,-0.54
...

Campaign information

Site information & approx. parameters

As a GNSS-A “RINEX” format

GNSS-A data + 
configuration file (.ini)

Positions of the 
seafloor transponders

One can solve GNSS-A only 
with this file
(supporting information such as 
sound speed profile may be 
needed, but not essential)
 Not only for GARPOS: a 

general format for GNSS-A

Data for each acoustic signal
• Time
• Travel time
• Ship position (transmit/return)
• Ship attitude (transmit/return)
(if available)
• Direction of signal
• Surface temperature

etc.



国内測地学分野のデータを取り巻く環境

測地学はデータの共有によって発展してきた分野であり、データ等の適切な管理・共有
手段を構築することは本分野の発展に必要不可欠な課題である。また、他学問分野に比べ
て長期、或いは過去のデータが必要な研究が多く、データの永続的な保存も不可欠である。
現在の国内の測地学分野における課題は、以下のように整理できる。

100年単位の地球物理現象をターゲットとした調査・研究のための永続的な保存が必要

海外のリポジトリへの依存性の低下が必要

国際的な基準を満たす適切なDOI付与システムの構築は一部の法人のみである

個人の研究者の異動・退職に伴って、データ等の管理が難しい

初学者や他分野の研究者が適切にデータ等を入手・使用することが難しい

現在の日本国内の環境から利用できる仕組みを提案
※前提として。。。3名程度のデータ委員会の新設が必要

事前に，福島さん（SAR）・風間さん（重力）・高橋さん（GNSS）・加納さん（予知協）にご質問

こういうのはない

GGOS Japan WG



利用できる国内データシステム①
国立国会図書館が法令に基づき国内公的機関等のウェブサイトを収集・保存・公開

している

対象機関 収集頻度

国の機関 毎月

自治体 四半期ごと

独立行政法人等 四半期ごと

大学 四半期ごと

民間 原則として年1回

・対応していない大学法人等がある
全部館内限定： 温泉地学研究所 国立天文台（自然科学研究機構） 筑波大学 広島大学

近年館内限定： 高知大学（2003年以降限定） 名古屋大学（2009年以降限定） 九州大学（2009年以
降限定） 神戸大学（2009年以降限定） 北海道大学（2009年以降限定）
※理由→大学図書館等がWARPから来た事務書類（紙で来ます！）に対応しなかったためと考えられる

GGOS Japan WG



利用できる国内データシステム②
J-STAGEがfigshareと契約して行っている事業

（J-STAGE掲載のデータを自由に永続保存＆DOI付与できる）

過去の全論文が対象

無料

（参画したい機関はJ-STAGEに相談する）

気象学会が始めており，100GB単位の

シミュレーション結果を載せている

GGOS Japan WG



利用できる国内データシステム③

2万円/年

GGOS Japan WG



YES

YES

行政機関/法人 取得

準会員である
準会員が保存・DOI付与
（測地学会がチェック）

NO

リポジトリ,DOIは自機関の物

既存リポジトリで保存・
別枠組みでDOI付与

NO

NO
リポジトリに

データが置いてある

既にDOIが
付与されている

J-stage Dataで
保存・DOI付与

別リポジトリで保存
（永続性は測地学会がチェック）・

測地学会がDOI付与

リポジトリを探してください

測地学会誌で論文化：
通常投稿 or データ論文

測地学会がDOI付与

YES

YES

（例）
DOIも付与：PANGAEA，Figshare，Zenodoなど
DOIは付与されない：WARP (所属法人によっては収集されない), 自機関による永続保存

B

D

A

C

大学/個人 取得

測地学会データポータルに収集 DOI付与しないと投稿者が判断すれば，ここで終了

YES

A’

DOI付与されるリポジトリの例 DOI付与されないリポジトリの例
PANGAEA https://www.pangaea.de/
Figshare https://figshare.com/
Zenodo https://zenodo.org/

WARP※ https://warp.ndl.go.jp/
自機関による永続的保存

測地学会データ作業部会

https://www.pangaea.de/
https://figshare.com/
https://zenodo.org/
https://warp.ndl.go.jp/


YES

YES

行政機関/法人 取得

準会員である
準会員が保存・DOI付与
（測地学会がチェック）

NO

既存リポジトリで保存・
別枠組みでDOI付与

NO

NO

既にDOIが
付与されている

J-stage Dataで
保存・DOI付与

別リポジトリで保存
（永続性は測地学会がチェック）・

測地学会がDOI付与

リポジトリを探してください

YES

YES

（例）
DOIも付与：PANGAEA，Figshare，Zenodoなど
DOIは付与されない：WARP (所属法人によっては収集されない), 自機関による永続保存

大学/個人 取得

DOI付与しないと投稿者が判断すれば，ここで終了

YES

審査

リポジトリに
データが置いてある

測地学会データポータルに収集

J-stage Data 査読

測地学会がDOI付与

DOI付与作業

測地学会誌で論文化：
通常投稿 or データ論文

リポジトリ,DOIは自機関の物

(1)
(2)

(3)

測地学会データ作業部会



YES

YES

行政機関/法人 取得

準会員が保存・DOI付与
（測地学会がチェック）

NO

既存リポジトリで保存・
別枠組みでDOI付与

NO

NO
リポジトリに

データが置いてある

既にDOIが
付与されている

J-stage Dataで
保存・DOI付与

別リポジトリで保存
（永続性は測地学会がチェック）・

測地学会がDOI付与

リポジトリを探してください

YES

YES

（例）
DOIも付与：PANGAEA，Figshare，Zenodoなど
DOIは付与されない：WARP (所属法人によっては収集されない), 自機関による永続保存

大学/個人 取得

DOI付与しないと投稿者が判断すれば，ここで終了

YES

準会員である

測地学会誌で論文化：
通常投稿 or データ論文

測地学会がDOI付与

測地学会データポータルに収集

①

リポジトリ,DOIは自機関の物

データポータルの作成

②’ 準会員の審査・登録

③ J-stage Data入会・
投稿区分”データ論文”
を作成

② JaLC入会

① 測地学会ＨＰにデータポータルサイト・投稿用サイトを構築する（広報委員会）
② JaLC会員となって測地学会がDOI付与機関となる（庶務委員会）
②’ JaLC会員として準会員＊を指名し、行政機関/法人に機関特有のDOI prefix※を用いたDOI付与権限を与える
（機関の主導性の可視化や測地学会側の作業軽減の意味がある）（新設のデータ委員会）
③ J-stage Dataに入会し、測地学会誌とJ-stage Dataを紐づける。合わせて“データベース・資料集“の投稿項目
を”データ論文“に変更する（投稿規定の修正が必要）（編集委員会）

測地学会データ作業部会



投稿規定の修正

測地学会データ作業部会



投稿できます

測地学会誌HP



JaLCへの入会

doi.org/10.57553/XXX

測地学会データ作業部会



ポータルページ

測地学会データ作業部会



ポータルページ
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